
思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY
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秋
の
イ
ベ
ン
ト
ご
案
内

〜
『
菊
ま
つ
り
』
を
２
会
場
で
開
催

コ
ス
モ
ス
も
見
頃
で
す
〜

今
年
は
、
11
月
１
日
（
水
）
か

ら
12
日
（
日
）
ま
で
、
天
平
の
丘

公
園
花
広
場
（
国
分
寺
地
区
）
と
、

き
ら
ら
館
広
場
（
石
橋
地
区
）
の

二
つ
の
会
場
で
『
天
平
の
菊
ま
つ

り
』
を
開
催
し
ま
す
。
国
分
寺
会

場
で
は
、
毎
年
人
気
の
下
野
国
分

寺
の
菊
模
型
を
飾
り
ま
す
。

ま
た
、
会
場
へ
続
く
道
沿
い
の

休
耕
田
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
利
用

し
た
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
が
、

み
な
さ
ん
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

石
橋
会
場
で
は
、
菊
の
展
示
の

ほ
か
隣
接
し
た
き
ら
ら
館
で
日
帰

り
の
入
浴
も
楽
し
め
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
期
間
中
の
催
し

《
国
分
寺
地
区
》

▼
５
日
（
日
）

・
天
平
の
芋
煮
会
（
午
前
11
時
〜
）

・
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

（
午
前
10
時
30
分
〜
）

・
田
代
美
代
子
歌
謡
シ
ョ
ー

（
正
午
〜
午
後
１
時
）

▼
４
日
（
土
）
〜
５
日
（
日
）

・
の
だ
て
（
午
前
10
時
か
ら
）

★
芋
煮
会
食
券
の
前
売
券
を
販
売

一
食
　
180
円
（
当
日
は
200
円
）

10
月
12
日
（
木
）
か
ら
30
日
（
月
）

ま
で
次
の
場
所
で
販
売
し
ま
す
。

・
ゆ
う
ゆ
う
館
　
天
平
の
湯
入
口

・
オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
（
Ｊ
Ｒ
小

金
井
駅
西
口
）

（
閉
庁
・
閉
館
日
を
除
く
）

《
石
橋
地
区
》

▼
12
日
（
日
）

・
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
い
し
ば
し

（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

会
場：

大
松
山
運
動
公
園

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

●
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

1
（
48
）
２
１
１
２

市
場
で
買
い
物
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

県
南
市
場
で
は
、
毎
月
第
２
・

４
土
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
、
関
連
事
業
者
に
よ
る
市
場

開
放
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
日

だ
け
は
、
一
般
消
費
者
も
自
由
に

入
場
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
買
い
物
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

小
山
市
下
河
原
田
954

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

協
力
会

1
（
38
）
３
３
３
０

地域の農地・水・農村環境を守っていくための

新しい制度がはじまります
農業・農村には、「安全で安心な食べものをつくる」という重要な役割以外にも「自然環境の保全」

や「美しい景観の形成」あるいは、「国土の保全」や「地下水の涵養」などといった、私たちの生活に
なくてはならない、さまざまな機能があります。
しかしながら、農村集落では農業者の高齢化や非農業者との混住化が進行し、農地や農業用水などの

地域資源を守る「まとまり」が弱まってきており、これら地域資源を守っていくためには、今まで以上
の取り組みが欠かせなくなります。
そこで、これらの資源を地域で守っていくとともに、環境にやさしい農業を一体的に進めていくため

の取組みを支援する新しい制度が平成19年度から始まります。

事業の対象となるのは農業者と自治会や地域住民あるいは各種団体などの非農業者が一体となって進
める共同活動（農業用施設の維持管理活動や水路の生態系調査の取り組み等）や農業者が取組む営農活
動（農薬の低減等環境保全に向けた取り組み等）で、一定の要件が揃えばこれら活動に対する支援が受
けられます。
詳しくは、産業振興課農村整備係（148-2112）にお問い合わせください。




